
平成25年度　決算説明書／事務事業評価シート

１．概要

798 3経常
男女共同参画社会啓発事
業

講師謝金等
負担金補助
及び交付金

875 798

評価臨／経 細事業名称 事業内容（主な経費等）
予算現額
（千円）

決算額
（千円）

財源内訳

国・県支出金 市債 その他 一般

事
業
概
要

　○男女共同参画社会啓発事業・・・地域・性別・年代など対象を考慮した男女共同参画啓発のための実践的講座の開催
     〔対象・一般市民〕
　　　・講座回数　26回　　参加者　約790人

課　名 まちづくり推進課

予算
款 項 目 決算書 目　　　名 事業名称

目
的

男女共同参画社会の実現に向けて、男女が互いを認め思いやり、個性と能力が発揮できる男女共
同参画のまちづくりをめざす

対
象

市民

2 1 7 118 頁 企画費 男女共同参画事業

計 875 798 0 0 0 798
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２．指標設定

３．実績（上段・実績／下段・達成率）

４．課題と対応

５．事業費・・・Ｈ２３～Ｈ２５（決算額）、Ｈ２６（予算現額）

理由

県　　費 11,741

市　　債
財
源

国　　費

798 805
前年並

うち経常経費 918 718 798 805

％

男女共同参画基本計画に則り、計画的な事業展開を行う。事業実施
にあたっては、第２期プランの内容を勘案し、行政経費が増加しない
よう取り組む。

決 算 額 （千円）
Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ 方向性

12,809 3,849

対応（改善点等） 90.0 ％ 133.0 ％ 86.7

６．Ｈ２７年度予算の方向性

％

ｄ
啓発講座の
数 回

27 回 40 回 26 回

27.9 ％ 26.2 ％

女性の登用率が伸びない。女性の社会参画を推進するための環境整
備、男女の意識改革、企業や事業所への啓発。

52.2 ％ 55.8 ％ 52.4

課題
c

審議会等へ
の女性の登
用率

％
26.1 ％

a
男女共同参
画の周知度

－

－

－ －

－ － －

－ －

b
固定的役割
分担意識の
解消

－

単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５

男女が平等と思える　満足度
－ －

目標 50% 目標 30回

成果指標名 単位 Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ 活動指標名

－ －

－ － －

－

固定的役割分担意識の
解消

ｃ
審議会等への女性の登
用率

ｄ 啓発講座の数

数値 目標 100% 目標 65%

30%

活
動
指
標

指標 a 男女共同参画の周知度 ｂ

成
果
指
標

指標名
男女が平等と思える

満足度
目
標
年
度

Ｈ27

指標の設定理由
県の参画プランの数値目標を参考とした。 市総合計画/後期基本計画におい
て、基本施策(6-2-2)では、男女共同参画社会の実現としており、数値として5年
おきの意識調査により「男女が平等と思える満足度」について把握できる数値

７．担当課による分析

８．内部評価委員会評価（委員会評価）

2.00

着眼点 分析 分析根拠

継続 全庁的な取組による施策を推進すること。

 ⑤ 事業の
　  有効性

成果指標の判断 2 依然として男女平等意識が低い。

事業の方向性 評価内容

8,718 8,871

一般財源 918 3,849 798 805

うち経常 918 718 798 805

 ③ 受益の
　　対象性

事業対象の確認 3
さまざまな対象者向けに事業を展開して
いる。

 ④ 手段の
　  妥当性

活動指標の分析 3 目的達成のために適切な手段である。

 ① 事業の
　  必要性

必要性の再確認 3
少子高齢化社会の中で、女性の参画の必
要性、市民協働による男女共同参画の推
進と自主的地域づくり活動への期待。

 ② 行政の
　　関与性

責任領域の精査 3 男女共同参画社会基本法での位置づけ。

事業費に係る人役 2.00 2.00 2.00

そ の 他 150 男女共同参画を推進する事
業等を展開するため。

市　　債源
内
訳

事業費に係る人件費 8,600 8,588

3

3
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